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トルコ共和国百年祭（2023 年）のメディア・イベント 

 
―明治百年祭（1968 年）との比較分析から― 

 

トパチョール・ハサン 
 

 

 

1．はじめに 
 2013 年 5 月 28 日、トルコでは大規模な反政府デモが発生した。このデモは宗教化をおし進

めようとする政府の方針に対する反発がひきがねとなっている。詳細は次節に譲るが、トルコ

共和国は元来、宗教の世俗化を国是として建国された。しかし、現在の政府はそれとは逆に宗

教性の復権を唱えている。このような流れの中で、2023 年、トルコ共和国百年祭イベントの開

催が政府によって準備されている。1923 年のトルコ共和国建国時の国是に反する方針を持った

政府が、建国以来の百年を祝うことにはどこか矛盾した感覚がつきまとう。実際、トルコ国内

でもマス・メディアにおいて少しずつ、賛否両論の議論が交わされ始めている。 

過去に目を向ければ、日本でも 1968 年 10 月 23 日に、明治元年(1868)から一世紀がたったこ

とを記念して、「明治百年祭」イベントが行われている。時期的に 1964 年の東京オリンピック

と 1970 年の大阪万国博覧会の間にある「明治百年祭」イベントは、戦後日本の大きなメディア・

イベントとして佐藤栄作内閣によって東京を中心に日本全国で開催された。 

日本政府によって執り行われた「明治百年祭」には、日本人が過去の 100 年間で政治、経済、

文化その他すべての面にわたってどのように奮闘努力を重ね、近代国家建設に向かってどのよ

うな歩みを遂げたかなど、近代化を肯定する歴史観を国民に共有させる目的があった。それは

大衆社会化の中で拡散する国民アイデンティティを再統合するねらいもあった。それに対して、

「明治百年祭は歴史の見方をゆがめ」、「過去の歴史を美化する」として、歴史学者、教育者な

どを中心に猛烈な反対運動も巻き起こった。政府の「明治百年祭」プロジェクトは、その賛成

派と反対派の間で国民的歴史観をめぐる「記憶の内戦」を引き起こしたのである。 

日本の百年祭イベントに見られるこうした「記憶の内戦」は国民統合や近代化をめぐる対立

であったと考えられる。つまり、近代国家における百年祭イベントの在り方やそれに対する評

価を考察することは、国民統合や近代化に対する政府の態度や国民世論を明らかにすることな

のだ。 

そこで本稿では、日本とトルコ両国の百年祭イベントを「近代化とメディア・イベント」の

観点から比較分析することで両国にとっての近代化の意味の違いを明らかにすることを目的と

する。具体的には「トルコ共和国百年祭」が持つ意味、現在トルコで行われている「トルコ共

和国百年祭」イベントの準備などを紹介し、それを日本の「明治百年祭」が持った意味、「明治
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百年祭」が行われた時期の日本と比較しながら検討する。以下ではまずトルコ共和国成立時の

歴史を概観し、百年祭イベントがトルコにおいて持つ意味を明らかにする（2 節）。次に、トル

コにおける百年祭の目的を明らかにしたうえで、イベントのために計画されているプロジェク

トの例をいくつか挙げて「明治百年祭」のイベントと比較し、両者に見られる政府側の意図の

相違を明らかにする（3 節）。さらに、百年祭に対して両国の様々なメディアで表れた反応、あ

るいは知識人の見方を比較しながら検討する（4 節）。最後に、「近代化とメディア・イベント」

の関連で、両国の百年祭イベントが持つ意味の共通点と相違点をまとめる。 

 

2．トルコ共和国の歴史と祝祭 
トルコ共和国の樹立が宣言されたのは 1923 年 10 月 29 日であり、2023 年は 100 周年にあた

る。オスマン帝国が終焉を迎え、トルコ共和国が樹立されるまでに様々な戦争または事件があ

り、そのうちのいくつかは現在、国民の祝日になっている。まずは、オスマン帝国の終焉から

トルコ共和国の樹立までのプロセスとその中から現在国民の祝日になっている重要な事件につ

いて説明する。 

第一次世界大戦で中欧同盟国に参加したオスマン帝国は敗北し、1918 年 10 月 30 日に連合国

とムドロス休戦協定を締結した。それからオスマン帝国は連合国によって支配され、1920 年に

セーヴル条約を締結してからオスマン帝国は広大な範囲の領土を失った。当時、オスマン帝国

の軍人であったムスタファ・ケマル・アタチュルクはオスマン帝国の回復が不可能だと判断し、

独立戦争を計画する。アタチュルクは 1919 年 5 月 15 日に船でイスタンブールからサムスン市

に出発し、1919 年 5 月 19 日同地に到着した。そのため、5 月 19 日は独立戦争の開始日とされ

ている。また、戦争後にアタチュルクがトルコの若者に捧げる日と宣言したため、1935 年から

毎年の 5 月 19 日は「アタチュルクを記念、青年とスポーツの日」として祝われ、トルコの各地

で高校レベルのスポーツ大会が行われている。 

独立戦争のために国民を結集し、連合国に勝利し続けたアタチュルクは、1920 年 4 月 23 日

にアンカラ市（現在の首都）で国会を開き、オスマン帝国の存在を否定した。それに対して、

オスマン帝国はアタチュルクを裏切り者として告発したが、連合国によって支配されているイ

スタンブールから命令を送るオスマン政府に対して、国民の多くは、アナトリアで敵と戦って

いるアタチュルクを支持した。戦後、アタチュルクはこの日を「トルコの未来である子供たち」

に献辞したため、1935 年から毎年の 4 月 23 日は「国家主権と子供の日」としてお祝いされ、

全国の小・中学校では様々なイベントが行われている。 

国民の信頼を得たアタチュルクは、連合国に勝ち続け、1922 年 8 月 30 日に戦争の転換点と

言われる「デゥムルプナル戦争」で勝利したため、連合国はアナトリアから撤退し始めた。こ

の日は、1923 年から毎年「戦勝記念日」として祝われている。この戦闘の後、アナトリアをほ

ぼ掌握したアタチュルクはオスマン帝国を廃止し、1923 年 10 月 29 日にトルコ共和国の樹立を

宣言した。この日はオスマン帝国の終焉、およびトルコ共和国建国の日として、1926 年から毎

年一年間で最も大きなイベントとして全国で催されている。トルコ各地において事業・行事と

してコンサート、演劇、展示会などが行われ、テレビではトルコ共和国が作られた独立戦争、

革命を指導した「アタチュルク」についてのドキュメンタリー番組や 10 年記念日に特別に作詩

－ ­286 －

京都大学大学院教育学研究科紀要　第61号　2015



2 
 

百年祭」が行われた時期の日本と比較しながら検討する。以下ではまずトルコ共和国成立時の

歴史を概観し、百年祭イベントがトルコにおいて持つ意味を明らかにする（2 節）。次に、トル

コにおける百年祭の目的を明らかにしたうえで、イベントのために計画されているプロジェク

トの例をいくつか挙げて「明治百年祭」のイベントと比較し、両者に見られる政府側の意図の

相違を明らかにする（3 節）。さらに、百年祭に対して両国の様々なメディアで表れた反応、あ

るいは知識人の見方を比較しながら検討する（4 節）。最後に、「近代化とメディア・イベント」

の関連で、両国の百年祭イベントが持つ意味の共通点と相違点をまとめる。 

 

2．トルコ共和国の歴史と祝祭 
トルコ共和国の樹立が宣言されたのは 1923 年 10 月 29 日であり、2023 年は 100 周年にあた

る。オスマン帝国が終焉を迎え、トルコ共和国が樹立されるまでに様々な戦争または事件があ

り、そのうちのいくつかは現在、国民の祝日になっている。まずは、オスマン帝国の終焉から

トルコ共和国の樹立までのプロセスとその中から現在国民の祝日になっている重要な事件につ

いて説明する。 

第一次世界大戦で中欧同盟国に参加したオスマン帝国は敗北し、1918 年 10 月 30 日に連合国

とムドロス休戦協定を締結した。それからオスマン帝国は連合国によって支配され、1920 年に

セーヴル条約を締結してからオスマン帝国は広大な範囲の領土を失った。当時、オスマン帝国

の軍人であったムスタファ・ケマル・アタチュルクはオスマン帝国の回復が不可能だと判断し、

独立戦争を計画する。アタチュルクは 1919 年 5 月 15 日に船でイスタンブールからサムスン市

に出発し、1919 年 5 月 19 日同地に到着した。そのため、5 月 19 日は独立戦争の開始日とされ

ている。また、戦争後にアタチュルクがトルコの若者に捧げる日と宣言したため、1935 年から

毎年の 5 月 19 日は「アタチュルクを記念、青年とスポーツの日」として祝われ、トルコの各地

で高校レベルのスポーツ大会が行われている。 

独立戦争のために国民を結集し、連合国に勝利し続けたアタチュルクは、1920 年 4 月 23 日

にアンカラ市（現在の首都）で国会を開き、オスマン帝国の存在を否定した。それに対して、

オスマン帝国はアタチュルクを裏切り者として告発したが、連合国によって支配されているイ

スタンブールから命令を送るオスマン政府に対して、国民の多くは、アナトリアで敵と戦って

いるアタチュルクを支持した。戦後、アタチュルクはこの日を「トルコの未来である子供たち」

に献辞したため、1935 年から毎年の 4 月 23 日は「国家主権と子供の日」としてお祝いされ、

全国の小・中学校では様々なイベントが行われている。 

国民の信頼を得たアタチュルクは、連合国に勝ち続け、1922 年 8 月 30 日に戦争の転換点と

言われる「デゥムルプナル戦争」で勝利したため、連合国はアナトリアから撤退し始めた。こ

の日は、1923 年から毎年「戦勝記念日」として祝われている。この戦闘の後、アナトリアをほ

ぼ掌握したアタチュルクはオスマン帝国を廃止し、1923 年 10 月 29 日にトルコ共和国の樹立を

宣言した。この日はオスマン帝国の終焉、およびトルコ共和国建国の日として、1926 年から毎

年一年間で最も大きなイベントとして全国で催されている。トルコ各地において事業・行事と

してコンサート、演劇、展示会などが行われ、テレビではトルコ共和国が作られた独立戦争、

革命を指導した「アタチュルク」についてのドキュメンタリー番組や 10 年記念日に特別に作詩

3 
 

された「10 周年の頌歌」が流される。そして、様々な新聞や雑誌に独立戦争、アタチュルクに

ついて記事が執筆される。特に、2023 年にはトルコ共和国百年祭が催されるため、大規模なイ

ベントが立案され、準備がすでに始まっている。結局、10 月 29 日は封建的なスルタン制度の

終わりとトルコの近代化の始まりを意味しているわけだ。そのほか、世界各地で共通の「元日」

と「メーデー」、また、宗教的な祝日である「ラマダン祭」や「クルバン祭（犠牲祭）」は現在

でも国民の祝日とされている1。しかし、この中で国家イベントとして国民が最も盛り上がるの

は 10 月 29 日であるため、2023 年には「トルコ共和国百年祭」として空前の国家イベントが期

待できる。 

 

3．「トルコ共和国百年祭」が持つ意味と政府の意図 
「トルコ共和国百年祭」が持つ意義は、イベントが行われる予定の 10 月 29 日という日取り

によく表れている。これは、前節でも述べた 1918 年 10 月 30 日にオスマン帝国が連合国と締結

したムドロス休戦協定と関係がある。オスマン帝国は 1918 年 10 月 27 日から 29 日の夜まで連

合国との会議に参加し、30 日にムドロス休戦協定を締結した。その後、連合国は占領をはじめ、

オスマン帝国は敗北を認めた。つまり、1918 年 10 月 30 日のムドロス休戦協定は連合国に対し

ての敗北、そしてオスマン帝国の無抵抗を意味していた。 

トルコ共和国の樹立日を 1923 年 10 月 29 日に決定したアタチュルクの意図についてトルコ・

オスマンガジ大学教授のメティン・カレによれば、「アタチュルクは独立戦争中にトルコの将来

について考え、エルズルム総会では『今の封建的な制度は我国を近代化させ、国民を幸せにさ

せるような制度ではないのが明らかである。新しいシステムを探す必要がある』と述べている。

そして、1919 年７月 23 日に『独立戦争の勝利後、新トルコのシステムは共和国にする』と言

っている」という。さらにトルコ共和国が樹立された 2 年後の 1925 年 10 月に、独立戦争で重

要な活躍をした司令官の一人であるファフレッティン・アルタイがアタチュルクに 10 月 29 日

を選んだ理由を聞いた時、アタチュルクは次のように述べた。 

 

1918 年 10 月 30 日は我国の土地が占領され、オスマン帝国が無抵抗を認め、そして国民が

希望を失った日を意味していた。あれから 5 年後、国民と一緒に戦って、国民と一緒に祖国

を取り戻したのが 1923 年 10 月 29 日。〈略〉これを歴史上から消されようとされた一つの民

族のリベンジとして考えたら良い2 

 

以上のことから明らかなように、トルコの百年祭が開催される 10 月 29 日はトルコを占領し

た連合国とそれに対して無抵抗のオスマン帝国に対する批判の意味があると同時に封建的な制

度を廃止し、独立を得たトルコを将来近代化させるために選ばれた新たなシステムの採用を意

味するものである。言い換えれば、この日はオスマン帝国の封建的な制度を廃し、近代国家建

設に至るために新たな道を歩き始めてから百年たったことを意味するのである。なお、イベン

トが行われる予定の 10 月 29 日という日付をめぐって現在（2014 年）のところ批判的な議論は

確認できない。  

一方、日本の場合は、「明治百年祭」の式典実施日の決定のために、1966 年 5 月 11 日に第一
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回会議が行われた。『明治百年記念行事等記録』（1969）によると、明治百年の起点として、①

明治天皇践祚（慶応 3.1.9）、②大政奉還勅許（慶応 3.10.15）、③王政復古の大号年（慶応 3.12.9）、

④五箇条の御誓文（慶応 4.3.14）、⑤明治天皇即位の大礼（慶応 4.8.27）、⑥明治改元（明治元.9.8）

等の諸説があったが、国際慣例（新暦満年）、季節、分り易さその他の観点から最も適当なもの

として⑥明治改元の新暦日が選ばれた。そして、明治改元の布告された慶応 4 年あらため明治

改元の 9 月 8 日から数えて満 100 年になる 1968 年 10 月 23 日が、式典実施日として決定された

という3。 

では、百年祭開催にあたって、トルコと日本の政府がそれぞれどのような意図を持っていた

（あるいは持っている）のだろうか。両国の百年祭イベントに政府が込めた意味を検討してみ

ると、その最も大きな違いはスポットをあてている時間軸にあることが分かる。「トルコ共和国

百年祭」の場合、現在はまだ政府の正式な発表がないが、2023 年までに準備を完了させ、百年

祭を祝う時開会式が予定されている大きなプロジェクトには「過去」だけではなく、「現在」ま

たは「未来」のイメージが主張されているものが多い。それに対して日本の「明治百年祭」で

は、日本の百年間の近代化の歩みを国民に理解させる目的で「過去」が強調されている。つま

り、結論から言えば、トルコの政府が「トルコ共和国百年祭」イベントを通してトルコの「過

去」、「現在」、「未来」すべてを考えさせる目的を持っていたのに対して、日本の政府は「明治

百年祭」を通して国民に歴史を共有させることに重点をおいていたのである。以下では、具体

的なプロジェクトに触れながら、このことを論じてみたい。 

現在トルコの与党である公正発展党（AKP）4は、2011 年から「トルコ共和国百年祭」イベ

ントの計画に着手している。与党のホームページにある「2023 年の目標」をみると、2023 年ま

でに達成を目指す事項が 30 のタイトルに分けて、説明されている5。本稿で紹介するその大き

なプロジェクトの一つ目は「1 万キロ新幹線」プロジェクトである。2014 年７月 24 日、正式に

始動した新幹線は現在（2014 年）首都のアンカラからイスタンブールまで（533ｋｍ）であり、

トルコの最も大きな２つの都市を繋げている。これを 2015 年末に 3 千 5 百キロ、2019 年末に 6

千 5 百キロ、そして 2023 年までには、1 万キロに拡張することが計画されている6。 

新幹線が開通した時にトルコの首相であったレジェップ・タイイップ・エルドアン（2014 年

8 月 28 日に大統領に選出された）は、新幹線の開通式で、アタチュルク時代に作られた鉄道線

はアタチュルク時代が終わってからそのまま、長らく拡大されずに利用されてきたことに言及

し、その古い鉄道線を更新してきた上で、新幹線も開通させたことを指摘した。そして、2023

年までに新幹線を１万キロにして、トルコをさらに近代化させると宣言した7。ここではアタチ

ュルク時代（過去）、新幹線の開業（現在）と一万キロの新幹線（未来）のすべてが主張されて

いる。さらに、近代国家建設に至るという目的に向かって、2023 年の百年祭が注目され、百年

祭イベントに近代化のイメージが与えられている。 

ちなみに「明治百年祭」イベントの内容を検討してみると、新幹線に関するものは確認でき

ない。しかし、鉄道自体には日本の高度経済成長期に近代化の象徴として意味が与えられてい

たことが分かる。例えば『読売新聞』（1959 年 5 月 3 日）は、通勤電車が 100 車増加されるこ

とを「国鉄の近代化」とみなしている8。この点は現在（2014 年）トルコが新幹線に付与して

いる位置づけと類似している。しかし、同じ位置づけのものが、日本の百年祭には含まれてい
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回会議が行われた。『明治百年記念行事等記録』（1969）によると、明治百年の起点として、①

明治天皇践祚（慶応 3.1.9）、②大政奉還勅許（慶応 3.10.15）、③王政復古の大号年（慶応 3.12.9）、
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たは「未来」のイメージが主張されているものが多い。それに対して日本の「明治百年祭」で
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始動した新幹線は現在（2014 年）首都のアンカラからイスタンブールまで（533ｋｍ）であり、

トルコの最も大きな２つの都市を繋げている。これを 2015 年末に 3 千 5 百キロ、2019 年末に 6

千 5 百キロ、そして 2023 年までには、1 万キロに拡張することが計画されている6。 
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たことが分かる。例えば『読売新聞』（1959 年 5 月 3 日）は、通勤電車が 100 車増加されるこ

とを「国鉄の近代化」とみなしている8。この点は現在（2014 年）トルコが新幹線に付与して

いる位置づけと類似している。しかし、同じ位置づけのものが、日本の百年祭には含まれてい
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ないのである。 

 また、「イスタンブール第 3 空港」プロジェクトも、トルコの近代化の象徴というイメージ

が与えられている。2013 年に土地買収と建設業者の決定が完了し、2014 年から建設が開始され

ている。空港の乗客定員が年間 1 億 5 千万人として計画され、ヨーロッパの最も大きな旅客機

センターになることが目標とされている。空港の起工式ではトルコの運輸大臣であるルティフ

ィ・エルワンは、トルコの経済成長と共に空港を利用する人々の数が増加したことを指摘した

上で、現在イスタンブールにあるアタチュルク空港とサビハ・ギョクチェン空港が期待を満た

していないと主張した。そして、当時のエルドアン首相は、空港を段階的に建設し、2017 年 10

月 29 日に第一部分の開会式が行われることを報告した。彼は起工式をトルコ国民とトルコの未

来のための「歴史的瞬間」として語り、「世界最大の収容可能数の空港を建設することで、イス

タンブールは国際交流の中核になる。その上、本空港によってトルコの貿易及び経済成長が増

加し、トルコの近代化も実現できる9」と述べ、未来のトルコを世界の中心にある国として描い

ている。つまり、「トルコ共和国百年祭」の重点プロジェクトである「イスタンブール第 3 空港」

はトルコの近代化の中の「未来」を意味するものとして報告されているのである。 

日本の場合も近代化のイメージを持って計画されたのは成田国際空港である。東京オリンピ

ック（1964）や明治百年祭（1968）、大阪万国博覧会（1970）と時を同じくして、当時の空港が

期待される需要を満たす水準に至っていないと判断され、新東京国際空港の建設が承認された

10。当時、羽田空港の拡大も話題になっていたが、『World Skygate Narita』（2012 年）によれば、

「①羽田空港の沖合に拡張した場合、東京港の港湾計画との調整が極めて難しい。②仮に拡張

できたとしても、空港の処理能力は 20％-30％程度の増加に留まる」11などの理由から羽田空港

の拡張のみでは長期的航空機輸送需要に対応できないことが明らかにされた。これはまた、「イ

スタンブール第 3 空港」がトルコの近代化の中で持つ意味と同様のものが目指されていたとい

うことを示している。しかし、日本の場合、成田空港「明治百年祭」とはなんら関連付けられ

ることはなかった。 

本稿で紹介する最後のプロジェクトは、現在トルコで最も話題になり、日本のメディアでも

取り上げられたものである。それは、日本の三菱重工業を中心とした「原子力発電所設立」プ

ロジェクトである。そのために、安倍晋三首相がトルコに訪問し、トルコ共和国 90 周年であっ

た 2013 年 10 月 29 日に「日本国とトルコ共和国の原子力エネルギー及び科学技術分野における

協力に関する共同宣言」が両国首脳の間で確認された12。また、もう 1 ヶ所の「原子力発電所

設立」はロシアが担当することが決定している。「原子力発電所設立」について当時のエルドア

ン首相は「原子力発電所の設立が出来たら現在輸入しているエネルギーの 2/3 は自分達で作れ

るようになる」と述べ13、それはトルコの経済的発展のために非常に大切なものであること、

トルコの経済発展と近代化にも繋がっていることを主張した。つまり、原子力発電所もトルコ

の近代化のイメージを体現しているのである。 

日本が原子力発電所を設立したのも「明治百年祭」が行われた 60 年代のことである。すなわ

ち、日本初の商業用黒鉛炉原子力発電所である東海発電所は 1966 年に設立された。さらに、日

本最初の軽水炉で、商用炉として最初に発電を開始した敦賀発電所が設立されたのは 1970 年で

ある。しかし、同時期であるにもかかわらず、原子力発電が「明治百年祭」に関連付けて言及
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された形跡はない。 

以上のように、日本の新幹線や空港建設は「明治百年祭」イベントと直接関連づけられるこ

とはなかった。日本の場合、新幹線や空港建設に代表される工業化のイメージと結びついたの

は「東京オリンピック」であった。したがって、「東京オリンピック」は日本の近代化の「現在」

を意味するイベントだと言われるだろう。トルコの場合、新幹線や「イスタンブール第 3 空港」

はトルコの工業化の象徴として紹介されている。その意味で、「共和国百年祭」は歴史にスポッ

トを当て、「過去」を意味するイベントでありながらも、近代化の「現在」あるいは「未来」を

意味するものとして考えられる。トルコの百年祭は日本のそれと比較して、「現在」や「未来」

を含むより広範囲の時間軸を考慮に入れて構想されているといえるだろう。 

最後に日本の「明治百年祭」を構想するにあたって、政府側の念頭にあったプランの概要を

以下に示しておきたい。基本理念「『明治百年祭』をどのように祝うか」に関して、1966 年 11

月 2 日に行われた第三回会議において次の五点が決定されている14。 

第一点目は、明治改元以降百年の日本の歴史の位置づけについて示したもので、明治以降の

百年が「世界史にも類例を見ぬ飛躍と高揚の時代」であったと評価している。二点目として、

近代化の歩みを評価しつつ「この百年間」は、「世界を鼓舞した壮挙もあれば、顧みてただすべ

きのこともないとは言えなかった」時代であるとしている。三点目として、日本の現状につい

ての認識が述べられている。それは、明治以降の「欧米に追いつき、追い抜く」という近代化

の歩みも「ある程度までは達成され」、いまや、「発展途上にある隣邦友邦諸国から指導と援助

を求められる立場にもなっている」という判断である。四点目では、このような内外の諸情勢

と日本の国際的地位の変化に対応する「次の日本の担い手である若い世代」への期待が述べら

れている。五点目として、「過去の事績を顧みるにとどまらず、その遺産である経験と教訓を現

代に生かし、国際的視野のもとに新世紀への歩みを正しくかつ確固としたもの」とするため明

治百年を記念し祝うのだと、「明治百年祭」開催の目的を説明している。 

以上の基本理念からも明らかなように、「明治百年祭」イベントは日本国民に日本の近代化を

理解させる上で、過去の記憶を想起させる目的があった。佐藤栄作内閣は、日本が近代国家建

設に至るまで、日本の歩んで来た道を肯定的に示し、先人の努力に感謝するよう「過去」にス

ポットを当てたのである。 

日本の百年祭が過去に特化した理由は、当時の日本で開催された他のイベントとの関連性に

よって説明できる。「明治百年祭」について、佐藤卓己は『物語 岩波書店百年史 2「教育」の

時代』(2013)で次のように論じている。「この『明治百年祭』は 1964 年東京オリンピック大会

と 1970 年大阪万国博覧会の間に位置する国家イベントである。東京オリンピックが戦後復興の

『現在』を実感させ、大阪万博が高度情報化の『未来』を幻視させたとすれば、1968 年の「明

治百年祭」は日本近代の『過去』を取り戻す国家イベントだったといえるだろう」15。その上

で、「東京オリンピック＝現在」、「大阪万博＝未来」、「明治百年祭＝過去」のメッセージを持っ

ていたことを指摘する。ここから考えれば、先に述べたように「現在・過去・未来」という時

間軸全てにスポットを当てている「トルコ共和国百年祭」は、日本で 1960 年代から 70 年にか

けて開催されたオリンピック、万博、百年祭という 3 つの国家イベントをすべて包含した意義

を持つ一大イベントだといえるだろう。 
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4．「トルコ共和国百年祭」と「明治百年祭」に対するメディアの反応 
 日本の「明治百年祭」について 46 年後の現在（2014 年）から振り返ってみると、明治時代

を回顧するものとして作られた、『坂の上の雲』、『天皇の世紀』のような連載小説、テレビドラ

マ『竜馬がゆく』、映画など日本国民の歴史観に影響を与えたものが多数あるにもかかわらず、

イベントは政府の意図したとおりには進まなかった16。 

一方、2023 年 10 月 29 日に予定されている「トルコ共和国百年祭」のための準備会議はまだ

設立されていない。以上で紹介してきたような大きなプロジェクトが進められているものの、

具体的にどのようなイベントが行われるのか、また全国各地で行なわれるのか、それとも一つ

の中心的都市で行なわれるのかなども未確定である。日本の場合、佐藤栄作内閣は 1966 年 3

月 25 日、二年後に開催する「明治百年記念事業」計画を閣議決定した17。また、閣議決定の線

に沿い、明治百年記念行事を全国民的規模において実施するよう記念式典実施の時期その他の

記念行事の内容や実施方法等に関し各界の意見を聞くため、1966 年 4 月 15 日にも準備会議が

開かれた。つまり、「明治百年祭」イベントの正式な準備作業が始まったのはイベントの 2 年前

からである。その意味で 2023 年までまだ 9 年あるという事実も含め、「トルコ共和国百年祭準

備会議」がまだ開始されていないことは不自然なことではないと言えるだろう。 

しかし、2023 年までまだ 9 年あるものの、トルコのメディアでは以上で紹介してきたプロジ

ェクトに関して批判も散見できる。それはまだ反対運動というレベルではないが、イベントが

近づいてくると反対の声が大きくなると推測される。従って以下では、その反対の声の概観を

しつつ、「明治百年祭」反対運動と比較する。その上で、両国の百年祭イベントに対する反対運

動の共通点と相違点について述べる。 

批判されている第一のプロジェクトは「イスタンブール第 3 空港」である。エコロジーに関

心を持つ学者、またはジャーナリストによって厳しく批判されているが、それは、空港の建設

によって非常に広範囲にわたって森の木を切る必要があり、それはイスタンブールの生態系に

悪い影響を与えるおそれがあるという理由からである18。こうした批判はあくまで建設場所に
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また、「トルコ共和国百年祭」イベントに直接関係しないが、エルドアンが大統領に選ばれる

前に会談をおこなったのは、オスマン帝国によって支配されていた国々の指導者たちである。

その国々でのエルドアンのスピーチに対して次のような批判がある。 

「（略）エルドアン氏は 2023 年についてよく発言している。しかし、海外でのスピーチを聞

いてから、それはただ単にトルコの過去百年の話ではなく、オスマン帝国のイメージを再現す

る目的があることが分かった21。」 

そして、アラブ半島の国でのスピーチはトルコの将来の大統領というよりも、アラブ世界の

新たなリーダー、ある意味新たなスルタンのようなイメージを与えることが懸念されている。 

 「トルコ共和国百年祭」のために計画されているもう一つの大きなプロジェクトは「イスタ

ンブール運河」である。これは、イスタンブールの近くに黒海とマルマラ海を繋ぐ人工の運河

を建造するものであり、トルコの貿易発展に大きな貢献をするものとして報告されている22。

これに対してエコロジストが自然のバランスが壊れることに関して批判を述べている。しかし、

それよりも目に付くのは、本プロジェクトのメディアでの表れ方である。トルコ最大の発行部

数を誇る日刊紙『Sabah（朝日）』（2012）では、「オスマン帝国時代のクレイジーなプロジェク

トが次々に実現されている」23というタイトルで歴史研究者であるテゥラン・シャヒンのこの

プロジェクトについての記事が紹介されている。なるほど、当プロジェクトはオスマン帝国時

代に夢として思い描かれ、現在エルドアン大統領がその夢を実現しているものであると主張さ

れている。つまり、空港プロジェクトと同様、「イスタンブール運河」プロジェクトにもトルコ

の近代化の百年にあたる近い過去ではなく、オスマン帝国時代という遠い過去のイメージが強

く含まれているのだ。また、直接「トルコ共和国百年祭」と関係しないが、共和国の樹立が宣

言されてから使用されなくなったオスマン帝国の国章を復活する法律提案を準備する24など与

党の動きが続いている。 

 これまで述べてきたことをまとめると、正式にどのようなイベントが企画されているかは現

在まだ確定できないものの、近代化のイメージを国民に与えるために企画されているプロジェ

クトの裏側で、トルコ共和国の過去百年の「文明」イメージよりもオスマン帝国時代の「文化」

イメージ、つまりスルタン制度の伝統が利用されている。それに対して、現在はまだ明確な反

対運動に成長していないが、政府のこの試みに対して「オスマン帝国のイメージを強化してい

る」という批判が多少現れている。ただし、9 年後という長いスパンで構想されたプロジェク

トであるため、いまだ百年祭と関連付けて報道するメディアはほとんどないのが現状である。 

今後トルコで展開される批判を占う意味でも、日本の「明治百年祭」に対して展開された批判

に目をむけておきたい。例えば、歴史家の大江志乃夫は「"明治百年"の意味するもの--近代日本

の争点(座談会)-1-」(1966)で次のように批判している。 

「政府の考え方は、要するに近代百年の歴史の起点を天皇と結びつけただけの話ですね。こ

れは近代日本の歴史を天皇政権の歴史と見て、その天皇政権が現在まで続いているのだから、

明治維新変革百年記念ではなく、『明治百年』としてとらえる。こういう考え方が根本的にいけ

ないだろう」25。「明治百年祭」イベントの日付の決め方から見ても天皇制を強化する傾向があ

ることはまちがいない。 

過去を賛美するイベントに対するこのような批判はトルコでも今後、現れてくる可能性は十
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分ある。ただし、ここで批判の対象になっている「過去」はトルコのそれとはやや異なるもの

である。 

前章で述べたように、日本の場合、1968 年 10 月 23 日に日本武道館で開催され、日本政府に

よって執り行われた「明治百年祭」には、日本人が過去の 100 年間で政治、経済、文化その他

すべての面にわたってどのように奮闘努力を重ね、近代国家建設に向かってどのような歩みを

遂げたかなど、近代化を肯定する歴史観を国民に共有させる目的があった。それは大衆社会化

の中で拡散する国民アイデンティティを再統合するねらいでもあった。つまり、日本の百年間

の近代化を国民に理解させるために明治から現在という「過去」にスポットを当てたのである。

それに対して、トルコの百年祭は実質的に百年前の共和国建国以前のオスマン帝国に根差した

要素を多分に含んでいるのだ。この点はこれからメディアで取り上げられるだろう。 

では、日本においては、「過去」のどの部分が具体的に批判の対象になったのだろうか。日本

のメディアの反応は様々であり、同じ新聞においても賛成の記事と反対の記事があったが、そ

れよりも知識人、特に歴史学者の反対運動が強かった。日本史研究会は「『明治百年祭』に対す

る日本史研究会の態度」（1968）で「明治百年祭」イベントに関して次のような声明を出してい

る。「われわれは、日本国民の一員として、また、とりわけ歴史学の研究、教育、普及にたずさ

わるものとして、この政府の主唱する記念行事に賛意を表することはできない。なぜなら、こ

の企画は、記念すべき対象を意識的にすりかえており、そして、その取り替えられた対象を国

民に祝わせようとする企画者たちの意図に、極めて危険なものがあると判断されるからです」26。

そして、「『明治百年』という言葉が示しているように、企画者たちは、明治維新の社会変革・

国家体制の転覆というもっとも目覚しい面には全く目をおおい、その後の近代百年のみをとり

あげて、これを祝賀しようとしている」と述べ、「だが、われわれの見解によれば、日本の近代

百年の歴史はそのような一面的な賛美を受けるべき性質のものではない」27と指摘している。

「一面的に賛美を受ける」べきではないと発言している知識人の念頭に第二次世界大戦があっ

たことは言うまでもない。このイベントの評価が知識人にとって「危険」なのものとして見ら

れ、「国家主義、軍国主義」を高めるような傾向として認識された結果、反対運動が始まったの

である。 

トルコの現在の政府はアタチュルク没後、現政権が生まれるまでの「近代化」や軍隊につい

て批判的に見る傾向が強い。一方、上記のように丸山眞男に代表される日本の進歩的知識人は、

戦前戦中の国家主義、軍国主義の高揚を「近代化の挫折」と位置づけていた。百年祭に対する

評価は「近代化」という言葉に深く関連する。しかし、「近代化」の指し示す内実がどこにある

かは状況によって異なってくるのである。つまり百年祭の評価はその近代化を工業化(西洋化)

と捉えるか民主化と捉えるかによって大きく評価が分かれる。現在のトルコ政府は近代化を工

業化として捉え、民主化に対して否定的である。だから、「共和国百年祭」イベントにその近代

化＝工業化のイメージを与えようとする一方、そこで持ち出されてくる歴史は、共和国以前の

ものであり、トルコが最も強かったオスマン帝国時代である。 

 

5．おわりに 
本稿ではトルコの百年祭と日本の百年祭を比較しつつ論じてきた。2 つの「百年祭」は一定

－ ­293 －

トパチョール：トルコ共和国百年祭（2023 年）のメディア・イベント



10 
 

の類似性を持ちながらも、対象とする時間軸や「近代化」という言葉の意味において、異なっ

ていた。つまり、「近代化」を工業化と解釈するか民主化と解釈するか、という力点のおきかた

の違いを顕在化させてきた。トルコ百年祭では、近代化が前者の意味として語られ、日本の「明

治百年祭」では近代化を後者の意味として捉える動きがあった。 

まとめると、「トルコ共和国百年祭」の正式なイベント内容はまだ発表されてないが、2023

年までに実現しようとしている大きなプロジェクトが多数ある。各プロジェクトによって政府

が付与している意味は異なり、「過去」、「現在」、「未来」のすべてが見られる。そしてすべての

イベントに、トルコの近代化をトルコ国民に理解させる目的があり、トルコのメディアではこ

れに対する批判が少なく、その上で、国民もメディアも一定の盛り上がりを見せている。しか

し、政府が様々なプロジェクトを通してトルコの近代化を「過去」と結合させようとする際の

「過去」イメージに対しては批判が見られる。それは、政府が過去百年の民主化（世俗化）イ

メージよりもその前のオスマン帝国の宗教的伝統を、このプロジェクトを通して国民に浸透さ

せようとしているためだ。つまり、オスマン帝国の終焉、トルコ共和国の樹立を意味するはず

のメディア・イベントを用いて政府が裏側でオスマン帝国の伝統的イメージを強化しようとす

ることに対する批判である。 

日本の「明治百年祭」の場合、佐藤栄作内閣によって行われたイベントは「過去」にもっぱ

らスポットを当てていた。これに対して、トルコの百年祭は現在・過去・未来の全てにスポッ

トをあてようとしている。その背景には、「東京オリンピック（1964）」、「明治百年祭（1968）」、

「大阪万国博覧会（1970）」という大きなメディア・イベントが三点セットになっていた 1960

年代の日本とは異なるトルコの状況がある。トルコは 2020 年のオリンピックや同年の万国博覧

会にエントリーしていたが、オリンピックの主催地は東京に、万博の開催地はドバイに決まっ

たため、大きなメディア・イベントとして手元にあるのが「トルコ共和国百年祭」だけである。

つまり、日本のようにイベントごとに「過去」、「現在」、「未来」をそれぞれふり分け、国民に

近代化を理解させるという機会がトルコにないため、「トルコ共和国百年祭」という一つのイベ

ントにすべての意味を含めようとしているわけである。 

「近代化」という言葉によってひとくくりにされたトルコ共和国の現在・過去・未来という

時間軸の中には、共和国以前の古いシンボルが忍び込んでいる。トルコ共和国という近代国家

の底流に、オスマン・トルコという「神話」が存在することが、「トルコ共和国百年祭」によっ

てますます顕在化する。しかし、トルコ共和国の「近代化」の歩みは西洋化である。「共和国百

年祭」イベントを通じて、「強い国」のイメージを作ろうとしているトルコは、その歴史上もっ

とも強大な時期にあたるオスマン帝国時代にスポットを当てている。つまり、国家の強大さを

表す時にはオスマン帝国のイメージが利用されるのである。しかし、トルコの近代化の実態が

西洋化であるから、西洋化のイメージとオスマン帝国のイメージの間で齟齬が生まれるのであ

る。 
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ントにすべての意味を含めようとしているわけである。 

「近代化」という言葉によってひとくくりにされたトルコ共和国の現在・過去・未来という

時間軸の中には、共和国以前の古いシンボルが忍び込んでいる。トルコ共和国という近代国家

の底流に、オスマン・トルコという「神話」が存在することが、「トルコ共和国百年祭」によっ

てますます顕在化する。しかし、トルコ共和国の「近代化」の歩みは西洋化である。「共和国百

年祭」イベントを通じて、「強い国」のイメージを作ろうとしているトルコは、その歴史上もっ

とも強大な時期にあたるオスマン帝国時代にスポットを当てている。つまり、国家の強大さを

表す時にはオスマン帝国のイメージが利用されるのである。しかし、トルコの近代化の実態が

西洋化であるから、西洋化のイメージとオスマン帝国のイメージの間で齟齬が生まれるのであ

る。 
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トルコ共和国百年祭（2023 年）のメディア・イベント 

―明治百年祭（1968 年）との比較分析から― 

トパチョール・ハサン 

2023 年 10 月 29 日は、トルコ共和国の樹立から 100 年になる。オスマン帝国が終焉を迎え、ト

ルコ共和国が樹立されるまでに様々な戦争または事件があり、その内のいくつかは現在国民の

祝日になっている。その中で最も重要視されているのが 10 月 29 日であり、2023 年に盛大な「ト

ルコ共和国百年祭」イベントが準備されている。現在は政府によるイベントの正式発表がない

が、2023 年のためにトルコの近代化の象徴として企画されているプロジェクトがいくつかある。

本研究は「トルコ共和国百年祭」のために計画されているプロジェクトを紹介しつつ、それは

トルコ国民にとって何を意味するのかを説明し、トルコ近代化の歩みを百年祭イベントを通し

て明らかにすることを目的としている。そのために日本の「明治百年祭」と比較しながら、両

国の百年祭イベントの意味と近代化に与えているイメージを明らかにする。 

 

Turkish Republic Centennial (2023) as a Media Event: 
A Comparative Analysis with the Meiji Centennial (1968) 

TOPACOGLU HASAN 
After The Ottoman Empire lost in World War I and collapsed between the years 1918-1920, a large part 

of Anatolia was occupied by The Western Allies. Under the leadership of Mustafa Kemal Ataturk, 

Turkey started its War of Independence and as a result the Turkish Republic was founded in 1923. This 

was the end of the Ottoman Feudal System and the start of the Democratic System in Turkey. The 

Turkish Republic will celebrate its centennial in 2023. Even though the current government (Justice and 

Development Party) has not announced any official event plans, a number of ongoing projects have been 

announced to be finished by 2023, and will be a symbol of Turkish modernization on its centennial. This 

paper focuses on the upcoming centennial and introduces current ongoing projects planned for 2023. It 

also aims to clarify what this media event means for Turkey’s modernization and the standpoint of the 

present government. By discussing the differences between The Meiji Centennial and The Turkish 

Republic Centennial in content and in the reaction of the mass media, this study examines the perception 

of modernization through centennial anniversaries in Turkey and Japan.  

 

キーワード： 「トルコ共和国百年祭」、「明治百年祭」、近代化、マス・メディア 

Keywords: Turkish Republic Centennial, Meiji Centennial, Modernization, Mass Media 
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